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て、ちょうど接合部分がおになるようにする。もし物質 A が高誼錦、物費 3 が1~iMr.鱒であれほ、
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相転移の前後で熱{云導率が大きく変化する物質を探索したo Fe304 (まそのー 椀であり、 120Kで
起きるフェルベイ転移と呼ばれる電荷秩序転移の前後で階段状に熱伝導率が変化する [1]0i畢木
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